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武
士
道
か
ら
士
道
へ

　
戦
国
時
代
の
動
乱
が
徳
川
氏
の
覇
権
確
立
に
よ
っ
て
鎮
定
さ
れ
、
江
戸

に
幕
府
が
置
か
れ
て
以
後
、
天
下
は
泰
平
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
戦
闘
者
と

し
て
振
る
舞
っ
て
き
た
武
士
は
、
為
政
者
と
し
て
の
地
位
に
お
さ
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
。
士
・
農
・
工
・
商
の
四
民
か
ら
成
る
社
会
構
成
の
中
で
、

武
士
は
農
・
工
・
商
三
民
の
上
位
に
立
つ
政
治
的
支
配
者
の
役
割
を
受
け

持
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
時
代
の
転
換
に
伴
う
、
こ
の
よ
う
な
武
家
か
ら
政
治
家
へ
の
変
身
・
脱

皮
に
照
応
す
る
指
導
理
念
が
求
め
ら
れ
る
情
勢
を
背
景
と
し
て
、
山
鹿
素

行
二
六
二
二
－
ニ
ハ
八
五
一
の
士
道
論
は
登
場
す
る
。

　
こ
こ
で
言
う
「
士
道
」
を
、
そ
れ
以
前
の
「
武
士
道
」
と
比
較
し
た
と

き
、
後
者
か
ら
「
武
」
の
一
字
を
は
ず
し
た
も
の
が
「
士
道
」
で
あ
る
。

「
武
」
の
一
字
が
は
ず
れ
た
の
は
、
も
は
や
合
戦
の
場
に
戦
闘
者
と
し
て

臨
む
こ
と
の
必
要
が
無
く
な
っ
た
武
士
が
、
平
和
の
世
に
三
民
の
師
範
た

る
「
士
」
と
し
て
立
つ
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
戦
乱
の
終
億

し
た
泰
平
の
世
に
戦
闘
者
と
し
て
で
な
く
統
治
者
と
し
て
対
処
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
武
士
の
存
在
根
拠
が
、
ま
さ
に
「
士
道
」
論
に
定
式

化
さ
れ
て
い
る
。



第
一
章
　
　
『
山
鹿
語
類
』

と
士
道
論
の
構
成

　
山
鹿
素
行
の
士
道
論
は
、
素
行
の
門
人
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
寛
文
五
年

一
ニ
ハ
六
五
）
に
成
立
し
た
と
い
う
『
山
鹿
語
類
』
に
お
い
て
、
も
っ
と

も
体
系
的
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
『
山
鹿
語
類
』
一
以
下
『
語
類
』
と
略
記
一
は
四
十
五
巻
か
ら
成

る
が
、
そ
の
末
尾
に
置
か
れ
た
二
巻
は
続
集
で
あ
り
、
そ
の
内
容
か
ら
見

て
理
論
的
著
作
で
は
な
い
の
で
、
実
質
的
に
は
四
十
三
巻
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
「
君
道
」
篇
十
二
巻
、
「
士

道
」
篇
一
巻
と
「
士
談
」
篇
一
「
士
道
」
篇
の
抽
象
的
理
論
の
基
礎
と
も

言
う
べ
き
具
体
的
実
例
の
集
成
一
十
一
巻
と
を
併
せ
て
十
二
巻
、
「
聖
学
」

篇
十
一
巻
、
「
臣
道
」
篇
、
「
父
子
道
」
篇
各
三
巻
、
「
兄
弟
之
序
・
夫
婦

之
別
・
朋
友
之
信
・
総
論
五
倫
之
道
」
篇
、
「
三
倫
談
」
篇
各
一
巻
、
と

な
る
。

　
「
君
道
」
篇
と
「
士
道
」
篇
・
「
士
談
」
篇
と
の
合
計
二
十
四
巻
は
、

全
四
十
三
巻
の
過
半
数
を
越
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
『
語
類
』
の
関
心

の
赴
く
所
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
『
語
類
』
巻
第
二
十
一
「
士
道
」
篇
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
こ
こ

で
は
便
宜
上
『
日
本
思
想
大
系
』
三
十
二
「
山
鹿
素
行
」
一
岩
波
書
店
刊
一

に
収
め
る
「
士
道
」
篇
に
よ
り
、
そ
の
内
容
別
に
単
純
な
頁
数
の
比
較
を

し
て
み
よ
う
。

　
「
士
道
」
篇
の
総
頁
数
百
二
十
五
の
う
ち
、
「
詳
威
儀
」
等
に
つ
い
て

説
く
部
分
が
九
十
七
頁
一
七
十
八
％
）
、
「
立
本
」
・
「
明
心
術
」
に
関
す

る
部
分
が
二
十
八
頁
（
二
十
二
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
そ
の
内
容

が
「
士
」
と
し
て
弁
え
る
べ
き
外
面
的
威
儀
に
関
係
し
て
い
る
の
に
対
し
、

後
者
の
内
容
は
「
士
」
の
自
戒
・
自
省
す
べ
き
内
面
的
徳
目
を
説
く
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
素
行
の
士
道
論
に
お
い
て
は
、

「
士
」
の
道
に
つ
い
て
の
内
面
的
自
覚
の
要
請
は
も
と
よ
り
の
こ
と
で
あ

る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
に
も
増
し
て
、
外
面
的
表
現
と
し
て
の
威
儀
を
正
す

こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
『
語
類
』
の
構
成
が
「
君
道
」
論
・
「
士
道
」
論
を

主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
組
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
の

「
士
道
」
論
の
内
容
が
「
士
」
の
外
面
的
威
儀
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
詳

論
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
当
代
に
お
け
る
「
士
」

が
三
民
の
師
表
と
し
て
み
ず
か
ら
の
職
分
を
知
悉
し
、
社
会
的
要
請
に
応

答
す
る
た
め
の
諸
条
件
を
整
え
る
べ
き
こ
と
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

第
二
章
士
道
論
の
内
容

　
『
語
類
』
巻
第
二
十
一
に
お
い
て
、
素
行
の
士
道
論
の
体
系
的
展
開
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
「
目
録
」
を
一
瞥
す
れ
ば
、
素
行
の
士
道
論

が
儒
教
倫
理
を
骨
格
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ

る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。

「
己
レ
ノ
職
分
ヲ
知
ル
」
の
章
に
、

凡
ソ
士
ノ
職
ト
云
ハ
、
其
ノ
身
ヲ
顧
二
、

主
人
ヲ
得
テ
奉
公
ノ
忠
ヲ



尽
シ
、
朋
輩
二
交
テ
信
ヲ
厚
ク
シ
、
身
ノ
独
リ
ヲ
慎
デ
義
ヲ
専
ラ
ト

ス
ル
ニ
ア
リ
。
而
シ
テ
己
レ
ガ
身
二
父
子
兄
弟
夫
婦
ノ
已
ム
ヲ
得
ザ

ル
交
接
ア
リ
。
是
レ
又
天
下
ノ
万
民
各
々
ナ
ク
ン
バ
有
ル
可
カ
ラ
ザ

ル
ノ
人
倫
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
農
工
商
ハ
其
ノ
職
業
二
暇
ア
ラ
ザ
ル

ヲ
以
テ
、
常
住
相
従
テ
其
ノ
道
ヲ
尽
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
士
ハ
農
工
商

ノ
業
ヲ
サ
シ
置
テ
此
ノ
道
ヲ
専
ラ
ツ
ト
メ
、
三
民
ノ
間
萄
ク
モ
人
倫

ヲ
ミ
ダ
ラ
ン
輩
ヲ
バ
速
二
罰
シ
テ
、
以
テ
天
下
二
人
倫
ノ
正
シ
キ
ヲ

待
ツ
。
是
レ
士
二
文
武
ノ
徳
知
備
ハ
ラ
ズ
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
サ

レ
バ
形
ニ
ハ
剣
戟
弓
馬
ノ
用
ヲ
タ
ラ
シ
メ
、
内
ニ
ハ
君
臣
朋
友
父
子

兄
弟
夫
婦
ノ
道
ヲ
ツ
ト
メ
テ
、
文
道
心
ニ
タ
リ
武
備
外
二
調
テ
、
三

民
自
ラ
是
レ
ヲ
師
ト
シ
是
レ
ヲ
貴
ン
デ
、
其
ノ
教
ニ
シ
タ
ガ
イ
其
ノ

本
末
ヲ
シ
ル
ニ
タ
レ
リ
。

と
あ
っ
て
、
「
士
」
た
る
者
の
職
分
の
自
覚
の
必
須
な
こ
と
が
説
か
れ
て

　
い
る
。
こ
れ
に
続
け
て
、
「
此
ワ
キ
マ
エ
ア
ラ
ザ
ラ
ン
輩
ハ
、
速
二
一
二
民

　
二
入
テ
、
或
ハ
耕
シ
テ
ク
ラ
イ
、
或
ハ
エ
シ
テ
世
ヲ
ワ
タ
リ
、
或
ハ
商
買

シ
テ
身
ヲ
過
テ
然
ル
可
シ
」
と
い
う
。
「
士
」
は
文
・
武
の
徳
を
兼
備
し
、

三
民
の
上
に
立
つ
人
倫
の
教
師
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
農
・
工
・
商
の
指
導

者
と
し
て
信
従
さ
れ
る
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
に
「
士
」
の
存

、
，
在
理
由
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
承
け
て
、
後
続
の
諸
章
は
、
「
士
」
た
る
者
の
倫
理
的
自
覚
の

内
容
を
以
下
の
よ
う
に
説
き
進
め
て
行
く
。

　
　
「
道
二
志
ス
」
の
章
で
は
、
天
地
人
物
が
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
存
在
し

て
い
る
究
極
の
理
法
と
し
て
の
「
道
」
に
至
る
べ
く
「
士
」
は
志
を
立
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

　
「
養
気
ヲ
論
ズ
」
の
章
で
は
、
養
気
を
「
是
レ
日
用
ノ
エ
夫
也
」
と
す

る
。
こ
こ
で
特
に
「
日
用
ノ
エ
夫
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
素
行
の
学
問
の
性
格
を
考
え
る
上
で
見
逃
し
得
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
で
あ
る
。

　
「
度
量
」
の
章
で
は
、
度
量
の
「
寛
サ
」
を
「
士
」
に
求
め
、
「
志
気
」

の
章
で
は
、
「
利
害
」
に
拘
泥
し
な
い
「
気
節
」
が
「
大
丈
夫
」
一
つ
ま
り

「
士
」
一
た
る
器
の
条
件
で
あ
る
と
言
い
、
「
温
籍
」
の
章
で
は
、
「
大
丈
夫
」

た
る
者
は
「
内
二
徳
ヲ
フ
ク
ミ
光
ヲ
ツ
・
ミ
テ
、
外
二
圭
角
ア
ラ
ワ
レ
ザ

ル
」
よ
う
「
含
蓄
包
容
」
す
る
「
陽
春
ノ
ウ
ラ
・
カ
一
サ
）
」
が
な
く
て

は
な
ら
ぬ
と
す
る
。
「
義
利
ヲ
弁
ズ
」
の
章
で
は
、
「
義
」
と
「
利
」
の
峻

別
が
「
大
丈
夫
存
心
ノ
エ
夫
」
で
あ
る
と
説
く
。

　
さ
ら
に
「
命
二
安
ン
ズ
」
の
章
、
「
清
廉
」
の
章
、
「
正
直
」
の
章
、
そ

し
て
「
剛
操
」
の
章
が
続
く
。

　
「
事
物
ヲ
詳
カ
ニ
ス
」
の
章
で
は
、
「
大
丈
夫
一
世
ノ
民
ヲ
救
イ
功
ヲ

万
代
二
立
テ
一
ン
）
」
と
す
れ
ば
、
「
徳
ヲ
ネ
リ
仁
義
二
拠
ル
」
だ
け
で
な

く
、
「
天
地
人
物
ノ
間
」
の
「
事
物
ノ
品
々
様
々
ニ
シ
テ
、
天
文
ノ
ア
ラ

ワ
レ
地
理
ノ
形
ス
ル
コ
ト
、
二
気
妙
合
ノ
問
ヨ
リ
変
ジ
テ
千
差
万
別
タ
ル

処
ヲ
ツ
ク
（
ス
）
」
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

　
「
博
ク
文
ヲ
学
ブ
」
の
章
で
は
、
「
大
丈
夫
ノ
本
意
」
に
適
合
す
る
学

問
と
は
何
か
と
自
ら
に
問
い
か
け
、
そ
れ
は
、
「
古
ノ
聖
人
ノ
道
ヲ
以
テ

本
ト
仕
リ
、
賢
人
君
子
ノ
行
跡
ヲ
タ
ス
ケ
ト
シ
、
古
今
時
代
ノ
変
化
、
人

物
ノ
理
ヲ
ワ
キ
マ
エ
、
其
ノ
見
聞
ヲ
博
ク
シ
テ
其
ノ
才
ヲ
マ
シ
知
ヲ
ミ
ガ

ク
タ
メ
」
の
学
問
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
こ
こ
で
な
さ
れ
た
「
古
ノ
聖



人
ノ
道
L
を
以
て
学
問
の
本
と
す
る
と
の
提
唱
は
、
後
段
の
叙
述
と
の
関

連
か
ら
も
、
殊
に
重
要
で
あ
る
。

　
そ
し
て
最
後
の
「
自
戒
」
の
章
で
前
半
部
が
終
わ
る
。

　
以
上
が
士
道
論
の
前
半
を
占
め
る
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
士

道
の
内
面
的
自
覚
に
関
す
る
教
説
が
主
題
で
あ
っ
た
。

　
次
に
後
半
部
に
移
る
。

　
後
半
部
で
は
、
士
道
の
内
面
に
お
け
る
自
覚
が
外
部
世
間
に
向
け
て
発

現
し
た
場
合
、
す
な
わ
ち
士
道
の
外
面
的
威
儀
に
係
わ
る
諸
項
目
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
後
半
部
が
、
分
量
か
ら
見
て
も
、

士
道
論
全
体
の
約
七
十
八
％
を
占
め
る
の
で
あ
り
、
素
行
の
主
張
の
重
点

の
あ
り
か
を
示
し
て
い
る
。

　
士
道
論
の
後
半
は
、
1
「
威
儀
ヲ
詳
カ
ニ
ス
」
、
1
「
日
用
ヲ
慎
ム
」
、

皿
「
附
録
」
、
こ
の
三
部
か
ら
成
る
。

　
ま
ず
1
の
冒
頭
「
敬
セ
ズ
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
カ
レ
」
の
章
は
、
一
見
、
内

面
道
徳
に
関
す
る
内
容
を
思
わ
せ
る
け
れ
ど
も
、
実
際
、
こ
こ
に
展
開
さ

れ
る
素
行
の
教
説
は
『
礼
記
』
一
「
曲
礼
」
）
に
準
拠
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
モ
ト

凡
ソ
礼
ハ
其
ノ
本
人
心
ノ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ノ
処
ヨ
リ
出
生
シ
テ
、

事
物
ノ
上
二
自
然
ノ
節
ア
ツ
テ
、
其
ノ
文
章
一
威
儀
の
こ
と
－
引
用

者
注
）
慨
然
ト
シ
テ
ヲ
カ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
斐
然
ト
シ
テ
ア
ヤ
ア
ル
ベ

キ
、
是
レ
ヲ
礼
ト
云
フ
。
身
上
ノ
動
静
悉
ク
礼
ノ
用
タ
レ
バ
、
一
動

一
静
一
語
一
黙
各
々
礼
節
ア
リ
。
礼
儀
ノ
本
、
敬
セ
ズ
ト
イ
フ
コ
ト

ナ
カ
レ
一
母
レ
不
レ
敬
一
ノ
三
字
ニ
キ
ワ
マ
レ
リ
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
問
の
動
静
語
黙
の
実
践

を
終
始
一
貫
す
る
儒
教
的
「
礼
」
の
倫
理
が
、
素
行
の
士
道
論
の
基
軸
を

成
す
。
こ
の
「
敬
セ
ズ
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
カ
レ
」
の
章
が
「
威
儀
」
を
主
題

と
し
て
展
開
す
る
士
道
論
後
半
部
に
置
か
れ
る
意
味
も
、
こ
こ
か
ら
理
解

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
次
の
「
視
聴
ヲ
慎
ム
」
の
章
に
続
く
「
言
語
ヲ
慎
ム
」
の
章
で
は
、
「
言

語
ノ
品
、
其
ノ
所
、
其
ノ
時
、
其
ノ
交
接
ノ
人
物
二
従
ツ
テ
、
甚
ダ
其
ノ

礼
多
シ
」
と
し
、
「
朝
廷
ノ
言
・
平
居
ノ
言
・
喪
祭
ノ
言
・
冠
昏
ノ
言
・

賓
客
ノ
言
・
軍
旅
ノ
言
・
君
臣
父
子
兄
弟
朋
友
夫
婦
ノ
言
・
平
生
ノ
言
一

変
二
処
ス
ル
ノ
言
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　
「
容
貌
ノ
動
キ
ヲ
慎
ム
」
の
章
で
は
、
「
容
貌
ハ
天
命
ノ
性
心
ヲ
入
ル
・

処
ノ
器
也
。
内
ノ
思
イ
正
シ
カ
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
、
容
貌
コ
・
二
傾
イ
テ
其

ノ
表
外
ニ
イ
チ
ジ
ル
シ
。
容
貌
ヲ
タ
“
サ
ン
ト
ナ
ラ
バ
内
二
思
フ
処
ヲ
糾

明
ス
可
キ
也
」
と
述
べ
、
ひ
と
ま
ず
、
内
側
の
心
の
状
態
が
外
側
の
顔
の

表
情
に
表
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
内
・
外
の
関
係
は
常
に
「
内
か
ら
外
へ
」

の
一
方
向
に
お
い
て
の
み
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
相
関
は

「
内
外
表
裏
本
末
一
貫
ノ
天
然
」
と
捉
え
ら
れ
、
や
が
て
、
「
容
ヲ
ハ
ナ

レ
心
ヲ
置
ク
ベ
キ
処
ア
ラ
ザ
レ
バ
」
容
貌
を
観
て
後
そ
の
心
を
知
る
こ
と

も
で
き
る
と
さ
れ
、
「
外
か
ら
内
へ
」
の
視
点
も
こ
の
相
関
の
中
へ
組
み

込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
礼
容
に
は
、
「
朝
廷
出
仕
ノ
容
・
冠
礼
ノ
礼
容
・
昏
礼
ノ
礼
容
・

軍
旅
ノ
容
」
の
区
別
が
あ
り
、
さ
ら
に
人
の
一
身
に
関
し
て
も
、
「
頭
頸

ノ
容
・
手
足
ノ
容
・
顔
色
ノ
容
・
辞
気
一
…
星
叩
気
息
－
引
用
者
注
一
ノ
容
」

を
区
別
し
、
ま
た
行
動
に
つ
い
て
、
「
坐
ス
ル
ノ
法
・
立
容
・
歩
行
ノ
容
・



捧
持
ノ
容
・
起
臥
ノ
容
L
を
区
別
す
る
。

　
「
飲
食
ノ
用
ヲ
節
ス
」
の
章
で
は
、
「
飲
食
ノ
制
・
飲
食
ノ
用
・
塩
梅

ノ
制
・
飲
食
ヲ
用
フ
ル
ノ
法
」
等
に
説
き
及
ぶ
。
「
飲
食
ス
ル
ノ
礼
」
に

つ
い
て
は
、

飲
食
ノ
席
二
臨
ン
デ
ハ
、
先
ヅ
容
貌
ヲ
正
シ
左
右
ヲ
考
へ
、
長
者
、

箸
ヲ
取
ツ
テ
而
シ
テ
我
レ
コ
レ
ニ
従
フ
、
一
中
略
一
食
ス
ル
事
大
ロ

ニ
ナ
ク
、
喰
フ
ト
キ
ハ
四
方
ヲ
見
ズ
、
一
中
略
一
箸
ヲ
持
ツ
所
ノ
形
、

肩
背
ノ
容
、
心
ヲ
付
ク
可
シ
。
美
品
ナ
リ
ト
云
ド
モ
其
ノ
一
色
ヲ
嗜

ム
ベ
カ
ラ
ズ
、
或
ハ
多
ク
ノ
ソ
エ
モ
ノ
ヲ
悉
ク
ク
ラ
イ
散
ラ
シ
、
或

ハ
魚
肉
ヲ
カ
ミ
テ
汁
ヲ
コ
ボ
チ
骨
ヲ
チ
ラ
シ
盤
ヲ
汚
ス
事
、
甚
ダ
無

礼
也
。
舌
ウ
チ
ヲ
高
ク
仕
リ
、
ス
ウ
音
遠
ク
キ
コ
ユ
ル
、
皆
小
人
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ル
オ

ワ
ザ
也
。
古
来
箸
ヲ
沢
ス
事
二
二
寸
二
及
ブ
ヲ
以
テ
下
品
ノ
人
ト

ス
。
飲
食
ノ
間
、
世
事
ヲ
談
ジ
ロ
ヲ
開
ケ
笑
ヒ
カ
タ
ル
事
礼
二
非
ズ
。

是
レ
其
ノ
大
概
也
。

と
述
べ
る
。
こ
こ
に
は
食
卓
の
礼
法
・
食
事
の
作
法
が
ほ
と
ん
ど
余
す
所

な
く
説
き
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
「
衣
服
ノ
制
ヲ
明
カ
ニ
ス
」
の
章
で
は
、
「
衣
服
令
」
一
養
老
令
の
う
ち
一

を
参
照
し
つ
つ
、
「
朝
廷
・
燕
居
一
閑
暇
・
無
事
の
休
息
時
－
引
用
者
注
一
・

外
出
各
々
其
ノ
服
ア
ル
ベ
シ
」
、
「
冠
昏
・
喪
祭
・
賓
客
・
饗
応
・
軍
旅
ノ

事
二
因
テ
、
其
ノ
服
其
ノ
制
ア
ル
ベ
シ
」
と
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
と
場

所
・
場
面
に
相
応
す
る
服
装
の
別
に
つ
い
て
、
微
に
入
り
細
を
穿
っ
て
詳

細
に
説
明
す
る
。
こ
の
章
に
配
当
さ
れ
る
頁
数
は
二
十
九
に
及
び
、
士
道

論
全
体
を
通
じ
て
最
大
の
分
量
を
占
め
て
い
る
。
さ
き
の
「
容
貌
」
の
章

に
割
当
て
る
分
量
十
七
頁
と
比
較
し
て
も
、
素
行
が
「
士
」
の
「
衣
服
」

の
問
題
を
と
り
わ
け
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
「
衣
服
」

は
「
士
」
が
外
部
社
会
と
直
接
対
面
・
交
渉
す
る
に
当
た
っ
て
曝
す
己
れ

の
「
顔
」
で
あ
り
、
人
格
の
外
観
と
し
て
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
「
体

面
」
で
あ
り
、
ま
た
常
に
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
「
体
裁
」
と
も

見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
後
に
は
、
「
居
宅
ノ
制
ヲ
厳
ニ
ス
」
の
章
で
、
住
居
の
問
題
に
触

れ
て
、
「
士
農
工
商
ノ
品
其
ノ
身
ノ
貧
福
ヲ
詳
カ
ニ
シ
テ
、
ト
メ
リ
ト
云

ヘ
ド
モ
分
ヲ
コ
エ
テ
制
一
制
作
の
意
－
引
用
者
注
一
セ
ズ
、
貧
ト
イ
ヘ
ド

モ
ア
ル
ベ
キ
所
ハ
ア
ラ
シ
メ
テ
、
初
メ
テ
家
居
ノ
法
明
カ
ナ
ル
ベ
キ
也
」

と
言
い
、
「
分
限
」
に
ふ
さ
わ
し
い
住
宅
の
あ
り
方
が
説
か
れ
る
。

　
「
器
物
ノ
用
ヲ
詳
カ
ニ
ス
」
の
章
で
は
、
種
々
の
祭
器
・
祭
具
・
道
具
・

武
器
・
武
具
・
食
器
・
宝
器
か
ら
頑
具
に
至
る
ま
で
の
道
具
一
般
に
つ
い

て
、
必
需
の
物
は
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
が
、
「
入
ラ
ザ
ル
器
物
ヲ
多
ク
タ

ク
ワ
ヘ
」
て
こ
れ
を
重
宝
が
る
の
は
よ
く
な
い
と
す
る
。

　
終
わ
り
に
「
惣
ジ
テ
礼
用
ノ
威
儀
を
論
ズ
」
の
章
に
お
い
て
、
1
の
部

が
総
括
さ
れ
る
。

　
1
「
日
用
ヲ
慎
ム
」
の
部
に
入
り
、
「
惣
ジ
テ
日
用
ノ
事
ヲ
論
ズ
」
の

章
に
始
ま
り
、
「
一
日
ノ
用
ヲ
正
ス
」
の
章
、
「
財
用
受
与
ノ
節
ヲ
弁
ズ
」

の
章
と
続
き
、
「
瀞
会
ノ
節
ヲ
慎
ム
」
の
章
に
至
る
。

　
皿
「
附
録
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
1
及
び
ー
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
諸
条

目
の
総
点
検
が
な
さ
れ
る
。
「
先
生
自
警
」
の
章
で
は
素
行
の
自
己
批
判
・

自
己
点
検
が
、
「
先
生
弟
子
ノ
警
戒
」
の
章
で
は
素
行
が
弟
子
・
門
人
に



対
し
て
垂
れ
る
訓
戒
が
、
「
先
生
僕
ヲ
御
ス
ル
ノ
警
戒
」
の
章
で
は
素
行

の
家
僕
・
僕
隷
に
対
す
る
処
遇
の
方
針
が
、
そ
れ
ぞ
れ
総
括
的
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
儒
教
道
徳
を
基
準
と
す
る

士
道
論
の
立
場
が
点
検
の
眼
目
で
あ
る
。

第
一
一
一
章
士
道
論
の
根
拠

　
こ
の
「
人
た
る
の
道
」
の
「
人
」
が
、
漠
然
と
一
般
の
人
を
指
す
の
で

は
な
く
、
ま
さ
に
「
士
」
を
意
味
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
「
人
た
る
の
道
」
は
そ
の
ま
ま
「
士
た
る
の
道
」
と
な
り
、
「
聖

学
」
・
「
聖
教
」
は
士
道
論
の
根
拠
と
な
っ
て
く
る
。

　
で
は
素
行
の
「
聖
学
」
・
「
聖
教
」
は
ど
こ
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
彼
は
『
配
所
残
筆
』
で
、

第
一
節
　
聖
学
・
聖
教

　
素
行
の
士
道
論
の
特
色
は
、
特
に
そ
の
後
半
の
「
威
儀
ヲ
詳
カ
ニ
ス
」

の
部
分
に
お
い
て
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
そ
の
特
色
は
、
儒
教
道
徳
を
、

そ
の
内
面
性
そ
の
も
の
に
お
い
て
捉
え
る
よ
り
も
、
内
面
性
の
外
化
さ
れ

た
形
つ
ま
り
外
面
的
威
儀
に
重
点
を
置
い
て
捉
え
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に

示
さ
れ
て
い
る
。

　
徳
川
封
建
杜
会
に
お
い
て
、
三
民
の
師
表
た
る
地
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

み
ず
か
ら
為
政
の
責
任
を
担
う
指
導
者
す
な
わ
ち
「
士
」
と
し
て
の
自
覚

に
立
つ
者
が
、
自
己
の
職
分
を
全
う
せ
ん
と
志
し
て
儒
教
倫
理
に
そ
の
拠

り
所
を
求
め
た
。
「
士
」
の
求
め
た
そ
の
よ
う
な
儒
教
が
、
素
行
の
言
う
「
聖

学
」
で
あ
り
「
聖
教
」
で
あ
る
。
『
聖
教
要
録
』
（
上
一
に
素
行
は
次
に
よ

う
に
記
す
。

聖
学
は
何
の
為
ぞ
や
。
人
・
た
る
の
道
を
学
ぶ
な
り
。

ぞ
や
。
人
た
る
の
道
を
教
ふ
る
な
り
（
「
聖
学
」
）
。

聖
教
は
何
の
為

寛
文
の
初
め
、
我
等
存
じ
候
は
、
漢
・
唐
・
宋
・
明
の
学
者
の
書
を

見
候
故
、
合
点
参
ら
ず
候
哉
、
直
ち
に
周
公
・
孔
子
の
書
を
見
申
し

候
て
、
是
れ
を
手
本
に
仕
り
候
て
、
学
問
の
筋
を
正
し
申
す
可
し
と

存
じ
、
そ
れ
よ
り
不
通
一
普
通
の
意
－
引
用
者
注
一
に
後
世
の
書
物

を
ば
用
ひ
ず
、
聖
人
の
書
ま
で
を
昼
夜
勘
へ
候
て
、
初
め
て
聖
学
の

道
筋
分
明
に
得
心
仕
り
候
て
、
聖
学
の
の
り
を
定
め
候
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
一
節
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
素
行
が
、
「
後
世
」

す
な
わ
ち
「
漢
・
唐
・
宋
・
明
」
の
時
代
の
儒
学
者
の
書
物
を
採
用
せ
ず
、

直
接
「
聖
人
の
書
」
つ
ま
り
「
孔
子
の
書
」
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

こ
に
示
さ
れ
た
原
始
儒
学
と
も
言
う
べ
き
孔
子
そ
の
人
の
教
え
を
汲
み
取

り
、
そ
れ
を
「
聖
人
の
学
問
」
と
い
う
意
味
で
「
聖
学
」
と
称
す
る
と
い

う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
素
行
に
と
っ
て
は
「
聖
学
」
こ
．
そ
が
儒
学
の
正
統
で
あ
る
。

漢
代
・
唐
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
訓
詰
一
言
葉
の
読
み
方
や
意
味
に
つ
い
て
、

そ
の
地
域
差
を
比
較
し
た
り
〈
訓
〉
、
そ
の
時
代
差
を
研
究
す
る
〈
詰
〉

学
問
を
訓
詰
学
と
い
う
一
を
中
心
と
す
る
儒
学
、
ま
た
、
仏
教
の
影
響
も



交
じ
る
宋
代
の
朱
子
学
や
明
代
の
陽
明
学
に
対
し
て
、
素
行
は
「
合
点
参

ら
ず
」
と
言
う
。

　
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
朱
子
二
二
二
0
1
二
一
〇
〇
一
や
王
陽
明
二

四
七
二
－
一
五
二
八
一
の
注
釈
・
解
釈
を
媒
介
と
し
て
孔
子
を
見
た
の
で

は
、
い
き
お
い
孔
子
は
朱
・
王
の
色
に
染
ま
っ
て
見
え
る
の
で
、
自
分
の

肉
眼
で
孔
子
そ
の
も
の
を
見
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
後

世
の
書
物
」
に
よ
ら
ず
、
じ
か
に
「
聖
人
の
書
」
に
よ
っ
て
「
学
問
の
筋

を
正
す
」
こ
と
が
で
き
、
儒
学
の
正
統
が
「
分
明
」
と
な
り
、
つ
い
に
「
聖

学
」
の
性
格
を
正
し
く
規
定
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
素
行
は
述
べ
て

い
る
。

第
二
節
　
目
用
卑
近
の
学

　
そ
れ
で
は
「
聖
学
」

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
「
聖
教
」
）
の
特
性
を
彼
は
ど
の
よ
う
に
規
定
す

　
　
　
　
　
お
し
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
わ

学
は
た
だ
古
の
訓
を
学
ん
で
、
そ
の
知
を
致
め
、
而
も
日
用
に
施

す
な
り
。
知
の
至
れ
る
や
、
遂
に
気
質
を
変
ず
一
『
聖
教
要
録
』
上
一
。

聖
人
の
学
は
、
日
用
卑
近
の
問
に
在
り
。
学
者
卑
近
を
厭
は
ず
、
い

よ
い
よ
卑
た
り
い
よ
い
よ
近
た
れ
ば
、
す
な
わ
ち
功
夫
い
よ
い
よ
実

り
、
而
し
て
其
の
学
日
に
新
た
也
一
『
語
類
』
巻
三
十
四
「
聖
学
」

二
「
致
知
」
）
。

学
は
是
れ
日
用
の
事
物
な
れ
ば
、
是
れ
を
取
り
て
究
理
せ
ざ
ら
ん
に

は
、
其
の
学
か
へ
つ
て
害
と
な
る
べ
し
。
一
中
略
）
文
を
学
ば
ん
こ

と
は
、
是
れ
古
を
知
り
て
今
の
用
に
い
た
さ
ん
の
為
な
り
。
古
を
知

り
て
ふ
る
き
物
語
を
云
ふ
こ
と
を
必
と
せ
ん
こ
と
は
、
彼
の
訓
詰
記

謂
の
学
に
し
て
人
の
学
と
云
ふ
に
非
ず
一
『
語
類
』
巻
三
十
一
「
士
談
」

十
一
。

　
こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
素
行
に
と
っ
て
「
聖
人
の
学
」
一
「
聖
人
の
教
へ
」
一

と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
「
日
用
卑
近
」
の
事
物
に
相
応
す
る
学
問
で
あ
る
。

「
日
用
卑
近
」
つ
ま
り
日
常
の
平
凡
か
ら
離
れ
て
深
妙
高
遠
な
境
涯
を
求

め
る
の
は
「
聖
学
」
の
立
場
を
は
ず
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
「
古
の
訓
を
学
び
」
「
古
を
知
る
」
目
的
は
、
そ
う
し
て
得
た

「
知
」
を
「
今
の
用
に
い
た
さ
ん
」
た
め
で
あ
り
「
日
用
に
施
す
」
た
め

で
あ
る
。
も
し
も
「
古
を
知
る
」
こ
と
が
自
己
目
的
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
「
人
の
学
」
す
な
わ
ち
「
士
」
の
学
で
は
な
く
、
「
か
へ
つ
て
害

と
な
る
」
と
い
う
。

　
生
活
の
日
常
性
に
膚
接
し
、
日
用
応
接
の
実
践
に
密
着
し
た
と
こ
ろ
に

そ
の
立
脚
の
足
場
を
固
め
た
素
行
の
「
聖
学
」
は
、
「
実
学
」
と
も
言
わ
れ
、

ま
た
、
古
の
聖
人
の
教
え
を
後
代
の
儒
者
の
解
釈
を
仲
立
ち
と
す
る
こ
と

な
く
直
接
に
知
ろ
う
と
す
る
彼
の
、
い
わ
ば
復
古
の
学
は
、
「
古
学
」
と

も
称
さ
れ
る
。
素
行
に
よ
っ
て
創
唱
さ
れ
た
「
古
学
」
は
、
や
が
て
伊
藤

仁
斎
一
ニ
ハ
ニ
七
－
一
七
〇
五
一
・
荻
生
但
株
二
六
六
六
－
一
七
二
八
）

等
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
素
行
の
「
聖
学
」
の
第
三
の
特
徴
は
、
第
一
・
第
二
の
そ
れ
と



密
接
に
関
連
す
る
が
、
そ
れ
は
抽
象
的
観
念
の
排
斥
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

素
行
は
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
一
八
月
十
九
日
の
日
記
に
、
朱
子
の
『
近

思
録
』
を
読
ん
だ
感
想
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
素
行
、
四
十
一

歳
。

周
子
く
周
瀧
漢
v
一
一
〇
一
七
－
一
〇
七
三
一
日
は
く
、
「
無
極
に
し

て
太
極
」
と
。
予
日
は
く
、
易
の
繋
辞
に
、
太
極
両
儀
一
天
と
地
と

1
打
用
者
注
）
を
生
ず
、
と
出
で
て
無
極
の
言
な
し
。
周
子
は
じ
め

て
無
極
の
説
を
出
せ
り
。
一
中
略
一
愚
案
を
加
へ
て
こ
れ
を
考
ふ
る
に
、

孔
子
、
易
に
於
い
て
無
極
の
沙
汰
な
し
。
無
極
の
道
理
あ
る
べ
き
を

論
ぜ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
周
子
の
無
極
は
蛇
に
足
を
添
ふ
る
に
比

す
べ
き
か
。
無
極
と
云
ひ
て
指
す
べ
き
の
理
な
し
。
一
中
略
）
天
地

に
先
だ
つ
て
理
の
あ
る
に
あ
ら
ず
。
理
に
お
く
れ
て
天
地
の
顕
は
る

る
に
あ
ら
ざ
る
故
に
、
口
を
以
て
云
へ
ば
云
は
る
と
難
も
、
云
ひ
て

今
日
の
上
に
更
に
用
ふ
る
所
な
し
。
一
中
略
一
周
子
の
無
極
の
説
、

こ
れ
甚
だ
虚
遠
か
一
『
山
鹿
随
筆
』
一
。

　
周
滅
漢
は
朱
子
が
影
響
を
受
け
た
先
輩
に
当
た
る
が
、
こ
の
周
子
の
説

を
朱
子
が
『
近
思
録
』
に
引
用
し
た
の
を
読
ん
だ
素
行
の
周
子
批
判
が
、

前
引
の
文
章
で
あ
る
。

　
『
易
経
』
一
「
繋
辞
伝
」
上
一
に
「
太
極
」
は
出
て
く
る
が
「
無
極
」
は

な
い
。
「
無
極
」
の
文
字
は
周
子
が
取
っ
て
付
け
た
蛇
足
で
あ
る
。
具
体

的
な
存
在
と
し
て
の
「
天
地
」
に
先
立
っ
て
存
在
す
る
抽
象
的
な
「
理
」

と
い
う
も
の
1
す
な
わ
ち
周
子
の
「
無
極
」
－
は
な
い
。
ま
ず
「
天
地
」

が
あ
っ
て
、
そ
の
「
天
地
」
の
中
に
「
理
」
が
あ
る
。
こ
れ
が
現
実
の
実

相
で
あ
り
、
周
子
の
説
は
こ
の
実
相
か
ら
遊
離
し
た
空
論
で
あ
る
。
－
こ

れ
が
素
行
に
よ
る
周
子
批
判
の
趣
旨
で
あ
る
。

　
同
様
な
趣
旨
の
素
行
の
周
子
批
判
は
、
『
聖
教
要
録
』
一
下
）
に
も
見
ら

れ
る
。

周
子
、
太
極
の
図
を
作
る
。
一
中
略
一
「
無
極
而
」
の
三
字
を
以
て
太

極
の
字
上
に
冠
ら
し
む
、
甚
だ
聖
人
の
罪
人
、
後
学
の
異
端
な
り
。

太
極
の
外
に
別
に
無
極
な
き
と
き
は
、
則
ち
そ
の
言
は
賛
せ
り
。
太

極
の
前
に
無
極
あ
り
と
な
ら
ば
、
則
ち
異
端
の
説
な
り
。
聖
人
の
教

へ
は
た
だ
日
用
の
み
。
太
極
は
乃
ち
先
後
本
末
を
含
蓄
す
、
至
れ
り

尽
く
せ
り
。

　
素
行
は
こ
こ
で
周
子
の
「
無
極
」
の
説
を
「
異
端
」
と
断
定
す
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
素
行
に
と
っ
て
の
「
正
統
」
は
「
聖
学
」
一
「
聖
教
」
一
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
太
極
」
を
言
え
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
物
の
存
在

根
拠
の
説
明
は
「
至
れ
り
尽
く
せ
り
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
外
に
余
計
な
も

の
は
追
加
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
周
子
が
「
太
極
」
の
上
に
冠
せ
た
「
無
極
」
は
、
虚
妄
に
し
て
高
遠
な

世
界
の
空
論
で
あ
る
と
し
た
素
行
は
、
ひ
る
が
え
っ
て
「
聖
人
の
教
へ
は

日
用
の
み
」
と
述
べ
、
問
題
を
再
び
日
用
卑
近
な
現
実
世
界
へ
と
引
き
戻

し
て
来
る
。
日
々
の
素
朴
な
実
践
の
世
界
か
ら
遊
離
し
た
観
念
の
世
界
へ

飛
翔
す
る
こ
と
な
く
、
抽
象
的
な
形
而
上
学
の
論
議
に
深
入
り
せ
ず
、
常

に
具
体
的
な
日
常
卑
近
の
次
元
に
踏
み
止
ま
る
こ
と
が
、
素
行
に
と
っ
て



「
聖
人
の
教
へ
」
に
忠
実
た
る
所
以
で
あ
っ
た
。

結
章
　
士
道
論
の
全
体
像

　
以
上
の
考
察
を
承
け
て
、
こ
の
結
章
で
は
、
素
行
の
描
く
「
聖
学
」

基
盤
の
上
に
立
つ
士
道
論
の
全
体
像
を
見
て
お
こ
う
。

我
等
存
じ
候
聖
学
の
筋
目
は
、
身
を
修
め
人
を
正
し
、
世
を
治
平
せ

し
め
、
功
成
り
名
遂
げ
候
や
う
に
、
其
の
故
は
我
等
今
日
、
武
士
の

門
に
出
生
せ
り
。
身
に
付
き
て
五
倫
の
交
際
こ
れ
有
り
、
然
れ
ば
自

分
の
心
得
作
法
の
外
に
、
五
倫
の
交
わ
り
、
共
に
武
士
の
上
に
て
の

勤
め
こ
れ
有
り
、
其
の
上
武
門
に
付
き
て
は
わ
ざ
大
小
品
多
し
。
小

事
に
て
云
ふ
と
き
は
衣
類
・
食
物
・
屋
作
・
用
具
の
用
法
ま
で
、
武

士
の
作
法
あ
る
事
也
。
殊
更
武
芸
の
稽
古
、
武
具
馬
具
の
制
法
用
法

あ
り
。
大
に
て
は
天
下
の
治
平
礼
楽
の
品
、
国
郡
の
制
、
山
林
・
海

河
・
田
畠
・
寺
杜
一
四
民
・
公
事
・
訴
訟
の
仕
置
、
政
道
・
兵
法
・

軍
法
・
陣
法
・
営
法
・
城
築
・
戦
法
こ
れ
有
り
、
是
れ
皆
武
将
武
士

日
用
の
業
也
。
然
れ
ば
武
門
の
学
問
は
自
分
ば
か
り
修
得
い
た
し
て

も
、
此
の
品
々
に
あ
た
り
て
し
る
し
な
く
功
立
ち
申
さ
ず
候
て
は
、

聖
学
の
筋
に
て
こ
れ
無
く
候
一
『
配
所
残
筆
』
一
。

　
素
行
は
こ
こ
で
自
分
が
武
家
の
出
身
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
述
べ
て
、

武
士
の
作
法
の
及
ぶ
べ
き
領
域
を
二
種
に
分
け
る
。
小
は
衣
・
食
・
住
か

ら
武
芸
の
稽
古
等
々
に
至
る
ま
で
の
個
人
の
身
辺
卑
近
の
生
活
分
野
で
あ

り
、
大
は
天
下
国
家
の
治
平
・
統
治
に
係
わ
る
行
政
執
行
の
諸
領
域
で
あ

る
。
し
か
も
こ
れ
ら
大
・
小
の
分
野
の
「
品
々
」
は
す
べ
て
「
皆
武
将
武

士
の
日
用
の
業
」
で
あ
り
、
「
聖
学
の
筋
目
」
を
一
貫
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
処
理
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
こ
こ
で
素
行
が
「
武
士
の
日
用
の
業
」

と
し
て
列
挙
す
る
大
・
小
の
「
品
々
」
と
、
第
二
章
で
見
た
士
道
論
の
諸

条
目
と
が
、
い
わ
ば
幾
何
学
的
な
確
度
を
も
っ
て
相
似
形
を
成
し
て
い
る

こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
一

　
さ
て
、
大
・
小
の
「
品
々
」
の
処
理
に
当
た
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、

「
自
分
ば
か
り
修
得
い
た
し
て
も
、
此
の
品
々
に
あ
た
り
て
し
る
し
な
く

功
立
ち
申
さ
ざ
る
」
時
は
、
「
武
門
の
学
問
は
一
中
略
一
聖
学
の
筋
に
て

こ
れ
な
く
」
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
已
一
身
を
修
め
る
一
己
れ
を

修
む
一
こ
と
か
ら
出
発
す
る
が
、
そ
こ
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
広

く
天
下
の
人
を
安
ん
ず
る
一
百
姓
を
安
ん
ず
一
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
『
論
語
』
「
憲
問
篇
」
）
、
と
い
う
儒
教
の
終
極
の
目
標
は
、
そ
の
ま
ま
素

行
の
「
聖
学
」
お
よ
び
士
道
論
の
「
筋
目
」
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
素
行
は
宋
儒
の
見
解
と
あ
い
容
れ

な
い
と
言
う
。

中
庸
の
九
経
、
修
身
を
以
て
初
め
と
す
。
故
に
天
下
を
治
め
ん
こ
と

修
身
よ
り
初
ま
る
と
知
る
可
き
也
。
但
し
身
修
ま
る
時
は
天
下
の
治

平
忽
ち
こ
れ
あ
り
と
し
る
こ
と
、
是
れ
ま
た
宋
朝
の
諸
儒
、
学
の
異

見
ゆ
ゑ
也
。
身
修
ま
る
一
事
を
以
て
天
下
の
事
を
論
ぜ
ん
に
は
事
た

る
べ
か
ら
ず
。
一
中
略
）
修
身
を
本
と
す
と
い
へ
ど
も
、
修
身
に
て

万
端
明
か
な
り
と
い
へ
る
に
は
あ
ら
ず
（
『
調
居
童
問
』
）
。



　
こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
宋
儒
の
如
く
「
修
身
」
即
「
平
天
下
」
と
考
え

る
な
ら
ば
、
「
修
身
に
て
万
端
明
か
な
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
素

行
の
如
く
「
聖
学
」
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
「
修
身
」
は
初
発
の
段
階
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
終
極
は
「
平
天
下
」
に
至
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
素
行
に
と
っ
て
「
聖
学
」
と
は
、
単
な
る
一
個
人
の
「
修
身
」
の
た
め

の
学
問
に
止
ま
る
べ
き
で
は
な
く
、
天
下
に
対
し
て
「
士
」
の
職
分
を
全

う
し
杜
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
の
学
問
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
「
聖
学
」
は
、
私
的
領
域
と
公
的
領
域
と
の
二
領
域
に
亘
っ

て
有
効
で
あ
る
よ
う
な
学
問
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
自
己
一

身
の
修
身
の
み
を
以
て
し
て
は
、
杜
会
の
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
士
道
論
の
全
体
像
は
、
こ
の
よ
う
な
「
聖
学
」
の
基
盤
の
上
に
成

り
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

10

一
注
記
一
〇
『
配
所
残
筆
』
『
聖
教
要
録
』
『
山
鹿
語
類
』
巻
第
二
十
一

　
か
ら
の
引
用
は
『
山
鹿
素
行
』
、
一
岩
波
書
店
・
日
本
思
想
大
系
一

　
に
依
る
。
そ
れ
以
外
の
『
語
類
』
か
ら
の
引
用
は
山
鹿
素
行
全
集

　
刊
行
会
本
に
依
る
。

　
○
『
山
鹿
随
筆
』
『
諦
居
童
問
』
か
ら
の
引
用
は
岩
波
版
『
山
鹿

　
素
行
全
集
』
一
『
随
筆
』
第
十
一
巻
、
『
童
問
』
第
十
二
巻
一
に
依
る
。

一
ひ
ろ
か
み
・
き
よ
し
　
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
系
教
授
）


